
10-01 2次の正方行列

問 2 次の正方行列をすべて選びなさい
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10-02 2次正方行列の和

問 次の行列の和の結果が
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※ 2 次正方行列の和: 成分毎に足して得られる 2 次正方行列
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10-03 2次正方行列とベクトルの積

問 次の行列とベクトルの積のうち, 積が定義されかつ答が
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10-04 2次正方行列同士の積

問 A;B をそれぞれ, A =
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10-05 2次正方行列同士の積の性質

問 次の行列の積のうち, 計算すると
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10-06 2次正方行列の1次結合

問 次の計算をせよ.
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